
防府市消防職員の非違行為に係る懲戒処分等に関する要綱 

平成２０年４月１日制定  

（趣旨） 

第１条 防府市消防職員（消防長を除く。以下「職員」という。）の非違行為

に係る懲戒処分及び懲戒処分以外の措置（以下「懲戒処分等」という。）に

ついては、この要綱により厳正かつ公正に行うものとする。 

 （懲戒処分等の基準） 

第２条 交通事故及び交通法規違反（以下「交通事故等」という。）以外の非

違行為に対する懲戒処分の基準は、別表第１のとおりとする。 

２ 交通事故等に対する懲戒処分等の基準は、別表第２のとおりとする。 

（懲戒処分等の加重、軽減） 

第３条 懲戒処分等については、前条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる

事項を総合的に勘案して処分の程度を加重し、又は軽減することができる。 

(１) 市又は他人に与えた損害の程度並びに他の職員及び社会に与える影響 

(２) 発生原因、発生状況及び事後の適切な措置の有無 

(３) 故意又は過失の度合 

(４) 隠蔽の事実の有無 

(５) 刑事事件の有無及び量刑 

(６) 公安委員会の行政処分の有無及びその程度 

(７) 日常の勤務態度及び過去の非違行為の有無及び回数 

(８) 当該職員の職務上の地位及び職務内容 

（職員の報告義務） 

第４条 職員は、非違行為を行った場合には、遅滞なくその旨を所属長を経て

消防総務課長に報告するものとする。 

２ 前項のうち、公務の内外を問わず交通事故等については、その軽重及び被

害・加害にかかわらず、交通事故・違反報告書（第１号様式）及び事故発生

状況報告書（第２号様式）によりすべて報告するものとする。ただし、公務

中の交通事故については、防府市消防用自動車等管理規程第11条第３項の規

定に基づき消防長に報告する場合は省略できるものとする。 

（所属長の報告義務） 



第５条 所属長は、常に所属職員の言動の把握に努め、所属職員が非違行為を

現に行い又は行った疑いがあると判断したときは、遅滞なくその旨を消防総

務課長に報告するものとする。 

（職員の報告義務違反） 

第６条 第４条及び第５条の規定に基づく報告の義務を怠ったことが明らかに

なった場合には、当該職員に対して懲戒処分等を行うものとする。 

（管理監督者の責任） 

第７条 職員の懲戒処分等を行った場合において、管理監督者が次の各号の一

に該当するときは、当該管理監督者に対しても懲戒処分等を行うものとする。 

(１) 所属職員の非違行為を了知していたにもかかわらず、その事実を隠蔽

し、又はこれを黙認したとき。 

(２) 所属職員が懲戒処分等を受けることに関し、指導監督に適正を欠いて

いたとき。 

(３) 懲戒処分等を行う場合には、⑴にあっては停職又は減給、⑵にあって

は、減給、戒告、訓告又は注意とする。 

（関係者の責任） 

第８条 職員が、次の各号の一に該当するときは、相応の懲戒処分等を行うも

のとする。 

(１) 非違行為をした職員に対し、当該非違行為に係る事項を教唆し、又は

当該非違行為を幇助したと認められるとき。 

(２) 職員の非違行為を了知していたにもかかわらず、その事実を隠蔽し、

又はこれを黙認したとき。 

（上申） 

第９条 消防総務課長は、第４条及び第５条の規定に基づく報告を受けた場合、

その内容が防府市消防職員分限懲戒審査委員会規程（以下「審査委員会規程

」という。）に基づく防府市消防職員分限懲戒審査委員会（以下「審査委員

会」という。）への審査要求に該当する事案であるかどうかの判断を行い、

該当すると判断した場合は、消防長に上申するものとする。 

 （審査要求） 

第１０条 消防長は、前条の規定に基づく上申があった場合、又は第６条から



第８条までの規定に該当すると認めるときは、審査委員会規程第７条の規定

に基づき審査委員会に審査を要求するものとする。 

 （審査委員会の審査） 

第１１条 審査委員会は、審査委員会規程及び本要綱の規定に基づいて審査を

するものとする。 

２ 審査委員会は、職員の非違行為に係る審議に先立ち、管理監督責任を含め

た審議の必要性があると認めた場合は、当該職員に対する管理監督責任のあ

る委員を審査委員会から退席させた後、当該職員の非違行為に係る審議を行

い、当該職員が懲戒処分等に該当すると決定した場合は、管理監督責任につ

いても審議を行うものとする。 

 （処分の決定） 

第１２条 消防長は、審査委員会規程第11条の規定に基づき、審査委員会の審

査結果について報告を受けたときは、速やかに処分を決定するものとする。 

２ 消防総務課長は、第９条の規定により、審査要求に該当する事案でないと

判断した場合は、懲戒処分以外の措置として消防長に上申し、その措置の決

定を受けた後、当該職員の所属長に防府市消防職員の非違行為に係る懲戒処

分以外の各所属長における措置に関する通知書（第３号様式）により通知し、

所属長としての処分措置を要請するものとする。 

（その他） 

第１３条 この要綱に規定のない非違行為については、別表第１及び別表第２

に掲げる基準のうち類似のものを参考にその都度決定するものとする。 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２０年６月２３日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２０年９月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２１年１１月２日から施行する。 

 



附  則 

この要綱は、平成２２年３月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２７年５月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２９年１１月９日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 



別表第１（第２条第１項関係） 

処分等の事由 
懲戒処分 

免職 停職 減給 戒告 

一般服務 

違反関係 

欠勤 正当な理由なく２１日以上

の間勤務を欠いた場合 
● ●   

正当な理由なく１１日以上

２０日以内の間勤務を欠い

た場合 

 ● ●  

正当な理由なく１０日以内

の間勤務を欠いた場合 
  ● ● 

遅刻・早退 勤務時間の始め又は終わり

に繰り返し勤務を欠いた場

合 

   ● 

休暇の虚偽

申請 

病気休暇又は特別休暇につ

いて虚偽の申請をした場合 
  ● ● 

勤務態度不

良 

勤務時間中に職場を離脱し

て職務を怠り、公務の運営

に支障を生じさせた場合 

  ● ● 

職務怠慢・

注意義務違

反 

職務の怠慢又は注意の欠如

により、公務の運営に支障

を生じさせた場合 

  ● ● 

職場内秩序

を乱す行為 

他の職員に対する暴行によ

り職場の秩序を乱した場合 
 ● ●  

他の職員に対する暴言によ

り職場の秩序を乱した場合 
  ● ● 

虚偽報告 事実をねつ造して虚偽の報

告を行った場合 
  ● ● 

背任 自己又は第三者の利益を図

る等の目的で、任務に背く

行為をし、市に財産上の損

害を生じさせた場合 

●    

違法な職員

団体活動 

地方公務員法第３７条第１

項前段の規定に違反して同

盟罷業、怠業その他の争議

行為をし、又は市の機関の

活動能率を低下させる怠業

的行為をした場合 

  ● ● 

地方公務員法第３７条第１

項後段の規定に違反して同

項前段に規定する違法な行

為を企て、又はその遂行を

共謀し、そそのかし、若し

くはあおった場合 

 

● ●   



不承認営利

企業等従事 

任命権者の許可を受けるこ

となく、営利を目的とする

会社その他の団体の役員等

の地位を兼ね、若しくは自

ら営利を目的とする私企業

を営み、又は報酬を得て他

の事務、事業に従事した場

合 

● ● ●  

入札談合等

に関与する

行為 

市が入札等により行う契約

の締結に関し、その職務に

反し、事業者その他の者に

談合を唆すこと、事業者そ

の他の者に予定価格等の

入札等に関する秘密を教示

すること又はその他の方法

により、当該入札等の公正

を害すべき行為を行った場

合 

● ●   

秘密漏洩 職務上知ることのできた秘

密を漏らし、公務の運営に

重大な支障を生じさせた場

合 

● ●   

違法な政治

的行為 

政治的目的を有する文書を

配布した場合    ● 

公職選挙法第１３６条の２

の規定に違反し、公務員の

地位を利用して選挙運動に

関与した 

● ●   

 職場におけ

るハラスメ

ント 

【パワーハラスメント】 

職務上の地位や人間関係な

どの職場内の優位性を背景

に、業務の適正な範囲を超

えて、精神的・身体的な苦

痛が与えられた場合又は職

場環境を悪化させた場合 

● ● ● ● 

【セクシュアルハラスメン

ト】 

職員の意に反する性的な言

動に対する職員の対応によ

り、その職員が労働条件に

ついて不利益を受けたり、

性的な言動により職場環境

が害された場合 

● ● ● ● 



【マタニティハラスメント

】 

妊娠・出産したこと、育児

休業等の利用に対する言動

により、妊娠・出産した女

性職員や育児休業等を申出

・取得する職員の職場環境

を悪化させた場合 

● ● ● ● 

上記以外のハラスメント ● ● ● ● 

職員倫理規

程違反 

防府市消防職員倫理規程に

違反した場合（平成１３年

４月１日施行の防府市消防

職員倫理規程に係る処分等

内規による。） 

● ● ● ● 

個人情報保

護義務違反 

個人情報のデータ改ざん等

不適切な情報処理等により

個人の人格的利益を著しく

侵害した場合 

● ● ●  

個人情報の

目的外利用 

職務上知り得た個人情報を

当該業務以外の目的で使用

し、又は職権を濫用して個

人情報を当該業務以外の目

的で収集した場合 

● ● ●  

ネットワー

クへの不正

アクセス 

他人のパスワードを使用し

、又はコンピュータ・シス

テムにおける安全上の不備

を利用して不正にネットワ

ークにアクセスし、システ

ム又は情報資産等の破壊若

しくは改ざんを行い又は情

報を漏えいさせた場合 

● ●   

他人のパスワードを使用し

、又はコンピュータ・シス

テムにおける安全上の不備

を利用して不正にネットワ

ークにアクセスした場合 

 ● ●  

コンピュー

タの不適正

使用 

職場のコンピュータをその

職場に関連しない不適正な

目的で使用し、公務の運営

に支障を生じさせた場合 

 ● ●  

公金公物 

等取扱関 

係 

横領 公金又は公物を横領した場

合 
●    

窃取 公金又は公物を窃取した場

合 
●    



詐取 人を欺いて公金又は公物を

交付させた場合 
●    

紛失 公金又は公物を紛失した場

合 
   ● 

盗難 重大な過失により公金又は

公物の盗難に遭った場合 
   ● 

公物損壊 故意に職場において公物を

損壊した場合 
  ● ● 

失火 過失により職場において公

物の出火を引き起こした場

合 

   ● 

 諸給与の違

法支払・不

適正受給 

故意に法令に違反して諸給

与を不正に支給した職員及

び故意に届出を怠り、又は

虚偽の届出をするなどして

諸給与を不正に受給した場

合 

  ● ● 

公金公物処

理不適正 

自己保管中の公金の流用等

公金又は公物の不適正な処

理をした場合 

  ● ● 

公務外非 

行関係 

放火・殺人 放火又は殺人をした場合 ●    

傷害 人の身体を傷害した場合 ● ●   

暴力行為 暴力行為（人を傷害するに

至らないもの）を行った場

合 

  ● ● 

器物損壊 故意に他人の物を損壊した

場合 
  ● ● 

横領 自己の占有する他人の物（

公金及び公物を除く。）を

横領した場合 

● ●   

遺失物、漂流物その他占有

を離れた他人の物を横領し

た場合 
  ● ● 

窃盗・強盗 他人の財物を窃取した場合 ● ●   

暴行又は脅迫を用いて他人

の財物を強取した場合 
●    

詐欺・恐喝 人を欺いて財物を交付させ

、又は人を恐喝して財物を

交付させた場合 

● ●   

賭博 賭博をした場合   ● ● 

常習として賭博をした場合 ● ●   

麻薬・覚せ

い剤等の所

持又は使用 

麻薬・覚せい剤等を所持又

は使用した場合 ●    



酩酊による

粗野な言動

等 

酩酊して公共の場所や乗物

において、公衆に迷惑をか

けるような著しく粗野又は

乱暴な言動をした場合 

  ● ● 

強制わいせ

つ 

暴行又は脅迫を用いてわい

せつな行為をした場合 
●    

淫行 １８歳未満の者に対して、

金品その他財産上の利益を

対償として供与し、又は供

与することを約束して淫行

をした場合 

● ●   

痴漢行為 公共の場所又は乗物におい

て痴漢行為をした場合 
● ● ●  

盗撮行為 公共の場所若しくは乗物に

おいて他人の通常衣服で隠

されている下着若しくは身

体の盗撮行為をし、又は通

常衣服の全部若しくは一部

を着けない状態となる場所

における他人の姿態の盗撮

行為をした場合 

 ● ●  

その他わい

せつな行為 

法令等に違反して公然わい

せつ、のぞき、わいせつ物

頒布等の行為をした場合 

● ● ● ● 

ストーカー

行為 

ストーカー行為又はこれに

類似した行為をした場合 
● ● ● ● 

税等の滞納 税等の滞納を繰り返した場

合、又は再三の催告等に応

じない、若しくは差押を受

けるなど悪質な滞納をした

場合 

● ● ●  

正当な理由なく税等の滞納

をした場合 
  ● ● 

その他の公

務外非行 

上記に掲げるもののほか、

公務外において法令違反、

反社会的行為、信用失墜行

為を行うなど全体の奉仕者

として相応しくない非行が

あった場合 

● ● ● ● 

 

注： 「わいせつな言辞等の性的な言動」とは、わいせつな言辞、性的な内容の電話、

性的な内容の手紙・電子メールの送付、身体的接触、つきまとい等の性的な言動を

いう。 

※ 懲戒処分の対象となる「滞納」とは、催告状に応じないなど長期間（概ね３か月

以上）の滞納をいうものとする。従って、繰り返しがない限り、督促状到達後直ち



に納付するなど、納期限後１か月程度の滞納は、懲戒処分の対象には含めないこと

とする。 

※ 税等とは、各種の税（国・県を含む。）のほか、国保料、上下水道料、保育料、

給食費、公的住宅使用料、駐車場使用料などの公共団体に納付する公共料金をいう

ものとする。 

※「職場におけるハラスメント」では、職場の懇親会や親睦会などの勤務時間外も含

む。 

※「セクシャルハラスメント」は、男性から女性のほか、女性から男性又は同姓に対

するものも含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第２（第２条第２項関係） 

処分等の事由 
懲戒処分 

懲戒処分以 

外の措置 

免職 停職 減給 戒告 訓告 注意 

飲酒運転 

（酒酔い） 

人身事故 死亡事故 ●      

重傷事故 ●      

軽傷事故 ●      

物損事故 ●      

事故なし ●      

飲酒運転 

（酒気帯び） 

人身事故 死亡事故 ●      

重傷事故 ● ●     

軽傷事故 ● ●     

物損事故 ● ●     

事故なし ● ●     

飲酒（酒酔い及び酒気帯び）運転の教

唆・幇助・同乗者 
● ●     

無免許運転 

 

 
※免許証不携

帯は除外 

人身事故 死亡事故 ●      

重傷事故 ● ●     

軽傷事故 ● ●     

物損事故 ● ●     

事故なし  ● ● ●   

速度超過違反 人身事故 死亡事故 ● ●     

重傷事故 ● ●     

軽傷事故  ● ●    

物損事故  ● ● ● ●  

事故なし 速度超過①  ● ●    

速度超過②   ● ●   

速度超過③    ● ● ● 

その他の違反 人身事故 死亡事故 ● ●     

重傷事故 ● ●     

軽傷事故  ● ● ●   

物損事故    ● ● ● ● 

事故なし     ● ● ● 

 
注：１ 表中「重傷」とは、医師の診断による入院治療を要する期間が３０日

以上のものとし、「軽傷」とは、３０日未満のものとする。 
 
  ２ 表中「その他の違反」の内「軽傷事故」の戒告は、入院を伴わない通

院の中で軽微なものを目安とする。 
 
  ３ 表中の速度超過①とは、50km/h以上、速度超過②とは、30km/h以上50

km/h未満（ただし、高速道路では40km/h以上 50km/h未満）、速度超過
③とは、30km/h未満（ただし、高速道路では、40km/h未満）とする。 

 



４ 同時に二つ以上の違反に該当する場合及び繰返し違反・事故があった
場合は、実情に応じて加重する。 

 
５ 措置義務違反（ひき逃げ・あて逃げ）があった場合は、１ランク加重
することができる。 

 
６ この基準は、公私の別を問わず適用するものとし、自損行為について
も準用する。 



第１号様式 

交  通 
事  故 

報 告 書 
違  反 

防府市消防長 様                 年  月  日提出 

所 属 長 

 

人
事
主
管
課 

係 係 長 補 佐 課 長 次 長 消 防 長 

       

 

所

属 

 氏

名 

 

公 私 の 別 公務中  公務外 

発生年月日      年   月   日      時   分頃 

発 生 場 所 
 

発 生 状 態 運転・同乗（運転者     ）・歩行・その他（    ） 

内 容 
 

行政・刑事 

処 分 

 決

定 

 

事 故 調 書（被害者を甲、加害者を乙とし、事故発生状況報告書を添付） 

被
害
者
の
状
況(

甲)
 

住所・氏名  

傷 害 

（ 物 損 ） 

の 程 度 

 

治 療 費 

（ 物 損 ） 

の 概 算 額 

 

加
害
者
の
状
況(

乙)
 

住所・氏名  

傷 害 

（ 物 損 ） 

の 程 度 

 

治 療 費 

（ 物 損 ） 

の 概 算 額 

 

 



第２号様式 

事 故 発 生 状 況 報 告 書 

発生年月日  当

事

者 

甲（被害者） 
氏名 

 

運転・同 乗 

歩行・その他 

発 生 場 所  乙（加害者） 
氏名 

 

運転・同 乗 

その他(  ) 

天 候 晴･曇･雨･雪･霧 
交通

状況 
混雑･普通･閑散 明暗 

昼 間・夜 間 

明け方・夕 方 

道 路 状 況 

舗 装 
してある 

してない 
歩道(両・片) 

ある 

ない 
直線･カーブ･平坦･坂 

見通し 
良い 

悪い 
積 雪 ・ 凍 結   

信 号 又 は 

標 識 
信 号 

ある 

ない 
駐･停車禁止 

されている 

されていない 
その他標識  

速 度 甲車両   ㎞/h(制限速度   ㎞/h):乙車両   ㎞/h(制限速度   ㎞/h) 

図
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

事
故
現
場
に
於
け
る
被
害
者
と
加
害
者
と
の
状
況
を 

事故発生状況略図（道路幅をｍで記入して下さい。） 

 

 

く
だ
さ
い
。 

上
記
図
の
説
明
を
書
い
て 

 

 

 

 

 

自車 

相手車 

進行方向 

信号 

一時停止 

人間 

自転車 
ｵｰﾄﾊﾞｲ 

 



第３号様式 

年   月   日  

 

             様 

 

消防総務課長  

 

 

防府市消防職員の非違行為に係る懲戒処分以外の 

各所属長における措置に関する通知書 

 

     年  月  日付け上申書により裁定を受けました、貴下の所属職

員の行った非違行為に対して、所属長として、下記のとおり処分措置をされま

すよう通知します。 

 

 氏  名 非違行為事案（概要） 処分内容 処分理由 備考 

１ 

 

 

 

    

２ 

 

 

 

    

３ 

 

 

 

    

４ 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 


